【2023年度パンフレット・内容】
≪診療情報管理士通信教育≫
■受験資格
原則として２年制以上の短期大学または専門学校卒以上の学歴を有する者。
ただし、現在、病院に勤務している者は、当分の間、高卒者でもよい。
■修業期間
基礎課程１年、専門課程１年で計２年。
専門課程への編入資格あり（基礎課程の受講免除）：医療系国家資格保有者　※一部除く
■受講料
２年間220,000円（税込）※専門課程編入は110,000円
■募集時期（受講者選考・審査有）
毎年4月、10月
■資格認定機関
日本病院会、全日本病院協会、日本医療法人協会、日本精神科病院協会、医療研修推進財団

（以下、参考情報）
本会の通信教育は、診療録管理士の養成課程として1972 年に開講、診療情報管理士の認定者総数は2022年5 月現在で43,000 名を超え全国各地の医療機関で活躍しています。

診療情報管理士通信教育修了者は、日本病院会が実施する診療情報管理士認定試験を受験することができます。（年１回実施、合格するまで何度も受験可能）

本通信教育を修了することで、医師事務作業補助体制加算の施設基準のうち、基礎知識研修の習得も証明されます。（発行には別途手数料が必要です）

e-ラーニングで、いつでも、どこでも、自分のペースで学習が可能です。
2年間で、基礎医学、医療機関に関わる基本的な知識を学ぶことができます。
知識と情報を活用し、病院に貢献できる人材育成を目指しています。






≪医師事務作業補助者コース≫
■対象者
医師事務作業補助業務に就いている者
医師事務作業補助業務に就く予定や希望のある者
■研修時間
オンライン研修32時間（e－ラーニング）
■受講料
30,000円（税込）
■受講期間
ID・パスワード発行後、最大45日間
■募集開始
2023年4月より随時受付

（以下、参考情報）
本コース修了者は約21,000人。日本病院会人材育成50年の信頼と実績で多くの病院に選ばれています。医師事務作業補助者を配置する際に必要となる32時間の指定された教育内容に準拠、施設基準の条件を満たしたカリキュラムです。

2023年4月にコースをリニューアル！32時間、完全e－ラーニングでさらに受講しやすくなります。
どなたでもお申込み可能、Web申込・入金完了後に、すぐに受講を開始！
受講期間は最大45日、履修完了を確認後に即修了証を発行します。

≪ＤＰＣコース≫
■対象者
（１）「診療情報管理士」有資格者
（２）日本病院会「診療情報管理士通信教育」の修了者および受講者
（３）指定大学・専門学校で所定の単位を履修した卒業者および履修中の者
※（２）（３）の者は診療情報管理士の認定をもって本コースを修了とする
■開催方法
e-ラーニング（授業と練習問題）
■受講料
30,000円（税込）
■募集時期
毎年8月募集
■受講期間
11月～1月

（以下、参考情報）
病院におけるDPC の専門的な技術者を養成するためのコースです。コーディング技術、データベースの構築方法、データ分析等、具体的な手法を学習します。充実した講師陣が、DPCの基礎からデータ分析までを実践的な視点で講義します。

≪腫瘍学分類コース≫
■開催方法
e-ラーニング（授業約18時間30分と練習問題）
■対象者
「診療情報管理士」有資格者
■受講料
50,000円（税込）
■募集時期
毎年4月
■受講期間
7月～9月

（以下、参考情報）
診療情報管理業務は、 院内がん登録業務と重なるところが多く、 すなわち診療情報管理業務を確立し、 処理した情報を基に施設としての意思決定や公衆衛生の向上など行政目的に活用される記録としての診療情報の価値を確立することにあります。
腫瘍に対する幅広い知識を有する人材を育成するためのコースです。
各分野の腫瘍について医師が詳しく講義、またデータの抽出・活用について専門的に学習できます。


